
第5章恐慌から戦時下への大和売薬

当
時
、
増
田
兄
弟
商
会
で
は
同
商
会
と
直
接
取
引
を
お
こ
な
う
販
売
員
を
以
て
一
‐
鯛
印
薬
業
会
」
を
組
織
し
、
鯛
印
以
外
の
薬
は
売
ら

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
正
価
販
売
の
件
で
さ
っ
そ
く
緊
急
役
員
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
一
九
三
八
年
一
○
月
一
日
増
田
兄

弟
商
会
本
社
内
で
開
催
す
る
旨
の
通
知
を
、
九
月
二
七
日
付
で
鯛
印
薬
業
会
会
長
名
で
出
し
て
い
る
銅
銅
裡
蝉
株
）
。

に
置
い
て
お
け
ば
、
カ
ゼ
、
腹
痛
、
頭
痛
な
ど
緊
急
の
場
合
、
医
者
や
薬
局
へ
走
ら
な
く
て
も
、
す
ば
や
く
服
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治

す
こ
と
が
で
き
る
。
配
置
薬
は
服
用
し
た
分
だ
け
の
代
金
を
も
ら
い
、
ま
た
新
し
い
薬
を
置
い
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
奉
仕
的
な
こ

と
を
我
を
は
や
っ
て
お
る
」
と
理
解
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
緬
鍋
懇
調
製
恥
）
。

い
《
で
一

い
る
。

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、
国
民
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
、
し
だ
い
に
統
制
色
が
強

正
価
販
売

ま
っ
て
い
く
。
売
薬
業
界
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
正
価
販
売
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
進
物
の
制
限
が
承
ら
れ
た
。
つ

で
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
八
月
、
商
工
省
令
は
露
天
商
以
外
の
商
品
は
正
札
を
貼
付
し
、
正
価
販
売
を
お
こ
な
う
よ
う
指
示
し
て

…
…
陳
者
蕊
二
商
工
省
令
改
正
せ
ら
れ
、
惣
べ
て
の
商
品
は
正
価
販
売
す
べ
き
事
と
相
成
居
り
候
へ
ど
も
、
特
別
の
事
情
有
る
も
の
は
地
方
長
官
に
於
て

除
外
せ
ら
れ
、
各
府
県
に
於
て
は
我
が
配
置
売
薬
は
特
別
の
事
情
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
殆
ん
ど
除
外
せ
ら
れ
居
り
候
処
、
最
近
商
工
省
当
局
は
其
の

除
外
を
認
め
ざ
る
旨
の
指
令
を
発
せ
ら
れ
候
次
第
、
従
て
全
国
的
に
正
価
販
売
（
即
ち
実
際
の
販
売
価
格
の
表
記
を
必
要
と
致
し
候
）
を
実
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

緊
急
役
員
会
開
催
之
件

５
売
薬
の
経
済
統
制
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薬
業
団
体
代
表
者
会
議
で
、
一
・
・
正
価
ハ
旧
定
価
ノ
三
割
引
ヲ
以
テ
標
準
ト
定
メ
、
最
低
五
割
引
ヲ
下
ラ
サ
ル
一
．
一
卜
」
と
正
価
標
準
の
決
定

方
法
を
決
議
し
て
い
る
。
ま
た
付
帯
決
議
と
し
て
、
「
国
策
に
順
応
ス
ル
タ
メ
出
来
得
ル
限
り
正
価
ノ
低
額
ニ
努
ム
ル
コ
ト
」
を
申
し
合

わ
せ
る
と
と
も
に
、
「
正
価
表
示
方
法
二
関
ス
ル
件
」
「
正
価
販
売
ヲ
需
要
家
大
衆
二
徹
底
セ
シ
ム
ル
ノ
件
」
「
正
価
販
売
励
行
並
取
締
二

関
ス
ル
件
」
「
進
物
二
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
も
一
定
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
緬
率
鴎
諏
諏
浄
牽
》
度
）
。

大
和
売
薬
も
、
い
よ
い
よ
正
札
取
引
の
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
斯
業
の
特
殊
性
か
ら
正
価
貼
付
に
は
多
大
の
費
用
と
時
間
が
予

想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
占
だ
つ
い
て
は
、
右
の
代
表
者
会
議
に
先
立
ち
、
つ
ぎ
の
申
し
合
せ
を
し
た
ら
し
い
（
霧
箱
蒜
贈
孟
聴
と
。

一
昭
和
一
三
年
七
月
一
四
日
以
前
に
配
置
済
承
の
売
薬
に
つ
い
て
、
昭
和
一
四
年
七
月
一
四
日
ま
で
に
正
価
表
示
に
訂
正
を
行
ふ

一
現
在
配
置
行
商
中
の
者
は
、
昭
和
一
三
年
一
二
月
末
ま
で
に
正
価
表
示
に
訂
正
を
行
ふ

一
業
者
は
現
在
被
包
の
既
製
品
多
数
を
有
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
昭
和
一
四
年
七
月
一
四
日
ま
で
に
限
り
使
用
し
、
証
紙
前
期
間
内
に
訂
正
す

こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
期
間
は
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
定
期
間
正
価
貼
付
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
改
正
定
価
表
の
貼
付
に
つ
い
て
で
あ
り
、
新
聞
広
告
な
ど
に
よ
っ
て
正
価
の
周
知
徹
底
を
は
か
っ
た
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
一

一
九
三
八
年
（
昭
和
二
一
一
）
一
○
月
一
日
付
の
『
奈
良
新
聞
』
に
は
、
一
‐
『
薬
九
層
倍
』
解
消
に
断
然
定
価
販
売
を
実
行
」
、
一
・
・
一
ヶ
年
の

猶
予
を
へ
て
、
実
行
か
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
実
行
の
あ
か
つ
き
に
は
、
「
久
し
い
慣
習
と
な
っ
て
い
た
歩
引
は
絶
対
行
は
れ
ず
、

一
面
業
者
も
従
来
の
関
係
か
ら
現
在
定
価
を
歩
引
に
近
い
値
下
げ
を
行
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
組
合
で
は
新
定
価
表
示
を
実
行
す
る
と
も
売

上
げ
高
に
は
影
響
せ
ぬ
も
の
と
楽
観
し
て
い
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
年
一
○
月
奈
良
で
開
催
の
全
国
配
置
売

就
い
て
は
之
が
実
行
方
法
に
付
て
、
左
記
の
通
り
緊
急
役
員
協
議
会
開
催
仕
り
、
対
策
御
協
議
申
上
度
候
間
、
何
卒
万
障
御
繰
合
せ
是
非
御
出
席
相
成

度
候
、
此
段
及
御
通
知
候
也

事
と
相
成
申
候

此
段
及
御
通
知
候
也
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当
時
、
売
薬
業
界
は
原
料
の
輸
入
杜
絶
で
苦
悩
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
原
料
暴
騰
に
よ
っ
て
製
品
の
値
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
が
、
増
田

兄
弟
商
会
で
は
、
鯛
印
薬
業
会
会
員
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
爾
坐
一
誕
潅
一
）
。

九
三
八
年
度
の
一
’
鯛
印
薬
業
会
総
会
決
議
事
項
報
告
書
」

之
ヲ
励
行
ス
ル
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
霊
噸
蟻
瀧
頁
）
。

二
御
注
文
の
発
送
又
は
御
引
渡
は
御
注
文
受
附
日
順
に
依
り
て
御
渡
し
申
上
げ
ま
す
か
ら
、
御
注
文
は
成
る
べ
く
御
早
く
御
差
出
し
願
ひ
ま
す

三
大
口
御
注
文
は
一
度
に
整
ひ
兼
ね
ま
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
息
む
を
得
ず
数
回
に
分
ち
て
御
送
り
致
す
事
が
あ
り
ま
す
、
殊
に
御
急
ぎ
の
と
き

は
客
車
便
又
は
郵
便
小
包
便
を
利
用
致
し
ま
す
か
ら
、
運
賃
と
荷
造
費
の
嵩
む
点
と
多
少
の
延
着
は
此
の
場
合
特
に
御
了
承
願
ひ
ま
す

四
御
原
価
に
付
て
は
原
材
料
品
が
時
を
刻
念
に
相
場
の
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
分
従
来
の
如
き
日
時
を
要
す
る
御
協
定
は
出
来
兼
ね
ま
す
の
で
、

御
引
渡
し
当
時
の
時
価
に
依
り
て
御
勘
定
を
願
ふ
事
に
致
し
ま
す
か
ら
御
了
承
麗
願
ひ
ま
す

五
従
来
北
海
道
及
樺
太
地
方
の
御
取
引
を
除
き
て
交
付
し
て
居
り
ま
し
た
奨
励
金
は
、
当
分
の
内
、
之
を
撤
廃
し
且
つ
メ
ン
サ
リ
及
特
殊
製
剤
並
に
印

刷
物
其
他
付
属
品
に
対
し
て
は
、
奨
励
金
と
謝
恩
金
の
交
付
を
当
分
の
内
撤
廃
さ
せ
て
頂
き
度
く
存
じ
ま
す
か
ら
御
承
認
願
ひ
ま
す

右
御
迷
惑
御
不
満
の
点
多
々
こ
れ
あ
り
ま
す
事
と
存
じ
ま
す
が
、
弊
舗
の
苦
衷
を
御
諒
察
承
認
下
さ
い
ま
し
て
相
変
ら
ず
御
引
立
御
愛
顧
の
程
伏
し
て
御

願
申
上
ま
す

一
現
下
の
状
態
で
は
原
料
材
料
品
は
極
度
の
払
底
を
来
た
し
、

来
の
如
き
御
取
引
方
法
に
て
は
経
営
困
難
に
陥
り
、
円
滑
な
》

今
後
は
相
成
る
べ
く
現
金
御
取
引
に
願
ひ
度
く
存
じ
ま
す

昭
和
十
四
年
九
月
十
五
日

殿

御
取
引
に
就
て
特
に
御
願

一
‐
鯛
印
薬
業
会
総
会
決
議
事
項
報
告
書
」
で
も
、
正
価
販
売
励
行
に
つ
い
て
、
一
‐
国
策
二
順
応
シ
テ
本
店
ノ
指
示
二
基
キ

来
た
し
、
価
格
は
暴
騰
し
且
つ
取
引
は
殆
ん
ど
現
金
又
は
前
金
と
な
り
ま
し
て
、
資
金
運
用
上
従

円
滑
な
る
御
取
引
が
期
せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
此
際
精
を
御
入
金
を
御
早
く
願
ひ
度
く
、
而
し
て

増
田
兄
弟
商
会
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一
九
四
○
年
（
昭
和
－
３
七
月
、
奈
良
県
告
示
で
多
数
の
医
薬
品
の
最
高
販
売
価
格
指
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
塑
一
程
恥
一
）
。

に
は
洋
薬
に
つ
い
て
も
最
高
販
売
価
格
指
定
を
ぶ
た
・
一
部
を
抄
録
す
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
侭
菰
錨
鵡
訓
睡
。

告
示
洋
薬

奈
良
県
告
示
第
三
百
十
七
号
品
名
容
器
単
位
卸
売
価
格
円

昭
和
十
四
年
勅
令
第
七
百
三
号
価
格
等
統
制
令
第
七
条
ノ
規
定
ニ
依
り
亜
鉛
華
澱
粉
紙
箱
五
○
○
瓦
○
・
六
三

同
同
二
五
○
瓦
○
・
三
七

般
高
販
売
価
格
ヲ
左
ノ
通
指
定
ス

同
袋
五
○
○
瓦
○
・
六
二

昭
和
十
六
年
六
月
十
一
日

奈
良
県
知
事
山
内
逸
造
ア
ス
ピ
リ
ン
紙
箱
五
○
○
瓦
三
・
九
六

さ
れ
た
。

ごPeQQ｡亀■■冨壷〃●計β七年昼十厘■
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宛
固
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一
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電
ｘ
二

二
一
勺
、
○

一
・
二
じ

冗
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。
二
心

宮
宅
、
一

一
。
三
兆

二
。
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冗

師
．
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ロ
。
一
八

竜
◎
猛

二
。
一
丸

ｅ
八
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弓
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○

二
。
九
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瓦
。
○
虎

①
七
島
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岡
三

弓
尻
届

弓
凡
凡

価格等統制令による医薬品最高販売価格

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
一
○
月
、
価
格
等
統
制
令
が

出
さ
れ
た
。
物
品
の
最
高
価
格
を
凍
結
し
、
こ
れ
を
超
え

た
商
行
為
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
九
・

一
八
ス
ト
ッ
プ
令
」
で
あ
り
、
販
売
業
者
に
は
コ
ル
停

マ
ー
ク
」
の
表
示
義
務
が
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
製

品
の
値
上
が
り
を
禁
止
す
る
こ
と
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
す
で
に
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
以
上
、
ヤ
ミ
価
格
の

横
行
と
な
っ
た
と
い
う
。
卸
売
り
お
よ
び
小
売
り
の
最
高

販
売
価
格
は
、
経
済
の
実
態
に
合
わ
せ
て
し
ば
し
ば
改
訂

翌
年
六
月

小
曇
売
価
格

円
○
・
七
八

○
・
四
七

○
・
七
七

四
・
八
二
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

安
息
香
ゞ
酸
ソ
ー
ダ

同同安
息
香
酸
ソ
ー
ダ

カ
フ
ェ
イ
ン

同同 同同 同同亜
批
酸
カ
リ
液

同同ア

ン

チ

ピ
11
ジ

ン

ア
ラ
ビ
ァ
ゴ
ム
末

同同ア

ミ

ノ

ピ

リ

ン

ア
セ
・
ト
ア
ニ
リ
ド

紙同同同同同壁ハ確同同紙同同騒同同同同同
箱埋又箱

五二五二五五二五二五二五
○二五○二五○○二五○二五○二五○二五
○五○○五○○○五○○五○○五・○○五○
瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦瓦

八○七五○二四一○六三○○○○一二○二
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

二九七○三五七四七九五一四六一○○二○
三一一九一ハ－三四六二五五五九八七五五五

二
・
五
六

○
・
三
二

二
・
五
六

一
・
五
三

○
・
二
三

○
・
八
六

○
・
五
五

○
・
一
九

一
五
・
五
八

八
・
三
○

○
・
九
五

一
・
七
八

五
・
七
五

・
一
一
一
●
一
一
一

○
・
四
六

一
七
・
二
五

九
・
三
五

一
●
一
一
一
一

九
・
八
七

塩
酸
キ
ニ
ー
ネ

塩
酸
加
石
炭
酸
水
同

塩
酸
塩
化
第
二
鉄
液

同
同
同
同

ア
ン
モ
ニ
ア
水
騒

薗
香
水
同

首
香
精
同

同同黄
降
禾

液
状
石
炭
酸

塩
酸
ブ
ロ
ヵ
イ
ン

ウ
ワ
ウ
ル
シ
葉

（
粗
到
切
）

エ
チ
ル
炭
酸
キ
ニ

ー
、
不

同同同

同同同同壌同耀 同璽紙同雛
函

紙
箱
五
○
○
喜
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦
七
六
・
九
四

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

五
○
○
瓦

二
五
○
瓦

二
五
○
瓦

二
五
○
雲
瓦

二
五
瓦

二
五
瓦

二
五
瓦

二
五
瓦

五
瓦

四
●

六
四
・
九
八
七
四
・
七

九
●

六

二

○
・
四
六

○
・
三
三

○
・
四
七

一
・
四
九

○
・
四
一

○
．
三
二

○
・
七
○

○
・
四
九

三
・
五
八

四
●

ニ
ノ、

三
●

四八
・
九
二

二
●

一

●

一

一

一

一

◆

一

一

一

q■■■■■■

○
六

○
七

○
六

ー

一

一 四

○ ○○五五
●●●●●

四五八○五
五

八
八
・
四
七

一

○
・
六
四

○
・
五
二

○
・
四
一

○
・
六
一

○
・
七
○

九 五
・
・
一
四

四
・
三
六

一
●

二
・
五
八

●

五

二二

一
・
八
六

●
一
一
ハ

七
三
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同
同
二
五
瓦
○
・
五
六
○
・
六
九

黄
濁
葵
シ
ロ
ッ
プ
同
五
○
○
瓦
○
・
五
○
○
・
六
四

黄
色
ヨ
ー
ド
未
同
五
○
○
瓦
一
六
・
三
○
一
八
・
七
四

同
同
二
五
瓦
○
・
九
三
一
・
一
六

オ
キ
シ
シ
ァ
権
銀
同
五
○
○
瓦
二
○
・
七
二
二
三
・
八
二

同
同
二
五
○
瓦
一
○
・
六
二
一
二
・
一
二

同
同
二
五
瓦
一
・
一
六
一
・
四
四

オ
キ
シ
ド
ー
ル
同
五
○
○
瓦
○
・
四
七
○
・
六
○

同
同
一
○
○
瓦
○
・
一
八
○
・
二
五

同
同
一
旺
○
・
七
七
○
・
九
四

（
以
下
略
）

１
本
表
価
格
ハ
売
主
ノ
店
先
渡
又
〈
倉
庫
渡
価
格
ト
ス

２
本
表
二
掲
グ
ル
品
目
中
日
本
薬
局
方
二
記
載
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ

其
ノ
性
状
、
品
質
、
該
局
方
ノ
所
定
二
適
合
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

３
本
表
価
格
ニ
ハ
容
器
代
ヲ
含
ム
モ
ノ
ト
ス

４
本
表
価
格
〈
昭
和
十
六
年
六
月
三
十
日
迄
結
晶
重
炭
酸
ソ
ー
ダ

ニ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ

５
本
表
価
格
ハ
昭
和
十
六
年
六
月
三
十
日
迄
左
ノ
発
売
会
社
ノ
品

目
ニ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ

同特
製
山
川

ア
ス
ピ
リ
ン

シ
オ
ノ
ア
ス
ピ
リ
ン

特
製
ツ
ル

ア
ス
ピ
リ
ン

赤
函ア
ス
ピ
リ
ン

青
函ア
ス
ピ
リ
ン

武
田ア
ス
ピ
リ
ン

大
京ア
ス
ピ
リ
ン

バ
イ
エ
ル

ア
ス
ピ
リ
ン

ッ
ル
印
特
製
ア

セ
ト
ア
ニ
リ
ド

特
製
ア
ン
チ

ヘ
プ
リ
ン

薬
品
名

バ
イ
エ
ル

ピ
ラ
ミ
ド
ン

オ
ポ
ピ
リ
ン

幡
印
特
製

ア
ス
ピ
リ
ン

特
製ア
ス
ピ
リ
ン

発
売
会
社

バ
イ
エ
ル
薬
品

合
名
会
社

三
共
株
式
会
社

株
式
会
社

小
西
新
兵
術
商
店

国
華
製
薬株
式
会
社

株
式
会
社
富
谷
製
薬
所

山
川
製
薬株
式
会
社

株
式
会
社
塩
野
義
商
店

株
式
会
社

田
辺
五
兵
術
商
店

株
式
会
社

日
本
薬
品
洋
行

同株
式
会
社

武
田
長
兵
衛
商
店

大
京
製
薬株
式
会
社

バ
イ
エ
ル
薬
品

合
名
会
社

株
式
会
社

田
辺
五
兵
衛
商
店

東
洋
製
薬
貿
易

株
式
会
社

同 咳
当
薬
局
方
名

ア
ミ
ノ
ピ
リ
ン

ア
ス
ピ
リ
ン

同同同同同同同同同同同ア
セ
トア
ニ
リ
ド
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時
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
四
○
年
前
後
に
は
医
薬
品
の
最
高
販
売
価
格
指
定
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
売
薬
業
に
も

戦
戦
時
下
の
売
薬
業

ら

統
制
の
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
が
、
い
ま
し
ば
ら
く
戦
時
下
の
大
和
売
薬
業
の
様
相
を
う
か
が
っ
て
お
こ
う
。

か慌恐
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
二
月
、
鯛
印
薬
業
会
で
は
、
時
局
に
鑑
み
、
宣
伝
方
法
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
る
。
北
海
道
地
方
に
つ
い

章
て
は
『
小
樽
新
聞
』
と
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
の
二
社
へ
の
新
聞
広
告
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
内
地
（
本
土
）
に
つ
い
て
は
配
置
区
域
が
散

５第
在
し
て
い
る
た
め
新
聞
広
告
は
断
念
し
、
適
当
な
宣
伝
用
小
冊
子
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
を
決
議
し
た
（
鶏
噸
醗
韮
頁
）
。
ま
た
同
年
の
増

恐慌から戦時下への大和売薬

チ
オ
－
．
－
－
ル

「
ロ
シ
ユ
」

特
製
ク
レ
ゾ
ー

ル
石
鹸
液

ラ
イ
オ
ン
印
特

製
サ
リ
チ
ル
酸

サ
ギ
印
特
製

サ
リ
チ
ル
酸

バ
イ
エ
ル

サ
リ
チ
ル
酸

鱗
片
状
特
製
サ

リ
チ
ル
酸
ソ
ー

ダ パ
ン
カ
イ
ン

ネ
オ
カ
イ
ン

ノ
ボ
カ
イ
ン

三
共
株
式
会
社

株
式
会
社

田
辺
五
兵
衛
商
店

株
式
会
社

武
田
長
兵
術
商
店

同同 万
有
製
薬株
式
会
社

バ
イ
エ
ル
薬
品

合
名
会
社

株
式
会
社

塩
野
義
商
店

日
本
ロ
シ
ュ
株
式
会
社

同 同サ
リ
チ
ル
酸
ソ
ー
ダ

同グ
ァ
ヤ
コ
ー
ル

ス
ル
ホ
ン
酸
カ

リク
レ
ゾ
ー
ル
石
鹸
液

サ
リ
チ
ル
酸

同 塩
酸プ
ロ
カ
イ
ソ

大
京
リ
ン
ゲ
ル
氏
液

大
京ロ
ッ
ク
氏
液

ヂ模ヂ柏Sツヂコ大
ア範ア木ヂルアメ京
ススアヂスツ生
タタタスタアタト食理
1111ス！塩
ゼゼゼゼゼ水

リ
グ
ゾ
ホ
ル
ム

大
京
製
薬株
式
会
社

株
式
会
社

黒
田
薬
品
商
会

株
式
会
社

田
辺
五
兵
衛
商
店

同株
式
会
社

日
本
薬
品
洋
行

株
式
会
社

黒
田
薬
品
商
会

吉
万
商
店

大
京
製
薬株
式
会
社

同

同ホ
ル
マ
リ
ン
石
鹸
液

リ
ン
ゲ
ル
液

生
理
食
塩
水

ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ

同同同ロ
ッ
ク
液
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第
三
売
薬
原
料
配
給
に

挙
げ
て
一
任
す
る
こ
と

第
一
原
料
配
給
問
題
は
業
界
に
と
り
最
も
重
大
な
る
事
項
な
る
に
付
、
大
会
の
決
議
を
以
て
速
や
か
に
政
府
当
局
に
陳
情
す
る
こ
と

第
二
本
連
合
会
加
盟
団
体
は
配
給
の
円
滑
を
期
す
る
た
め
速
か
に
商
業
組
合
、
工
業
組
合
を
組
織
す
る
こ
と

尚
本
会
に
加
盟
せ
ざ
る
業
者
団
体
に
対
し
て
も
、
進
ん
で
之
が
組
織
を
見
る
様
勧
誘
す
る
こ
と

第
三
売
薬
原
料
配
給
に
関
し
て
は
業
者
と
し
て
死
活
の
大
間
題
な
る
を
以
て
配
給
機
関
の
整
備
、
配
給
の
方
法
、
其
他
配
給
に
関
し
実
行
委
員
を
設
け

諏
鉢
恥
誹
ハ
跡
挿
麺
”
一
元
諏
騨

魚
酔
、
卿
脚
跡
郵
少
睡
嘩
《
軸
“
跡
〃
函
血
？
鋤
グ
ｍ
ａ
画
斌
唖
夕
醜
醐
ワ
画
へ
手
口
Ｐ
■
鋤
。
ぬ
か
剛
地
鐸

が
画
哩
阿
却
グ
ク
ク
妙
暫
距
酔
▼
し
？
も
輔
９
専
興
■
翻
り
《
麺
酔
Ｊ
タ
グ
飢
轡
”
坪
“
心
《
負
陣
画
ヴ
ア
リ
マ
鼻

敏
ャ
剛
励
ロ
圏
ワ
鼠
心
。
ｇ
今
榊
翻
睦
酬
段
＆
乎
叩
早
窟
？
四
ｍ
副
部

剛
脚
剛
酔
卿
嘩
夕
画
郵
タ
馴
副
Ｑ
９
〆
ａ
ｍ
９
マ
レ
ザ
錘
幽
郵
邸
粋
蝿
砕
夕
嘩
餌
画
蝉
齢
。
”
里
心
剛
副
刺
睡

傘
酔
久
副
”
秘
ａ
〃
白
凹
剛
ウ
四
ｍ
”
如
今
麺
邑
庫
ｍ
ａ
Ｐ
Ｊ
陣
画
夕
軌
嘩
勺
り
ぃ
面
凸
か
函
駆
邸
ｐ
９
駒
醗

卿
即
“
甑
妙
郵
寸
秒
や
わ
，
邸
卸
副
副
夕
抑
”
ザ
知
恥
や
，
Ｐ
ｏ
Ｂ
ｍ
９
寺
レ
ウ
●
０
《
皿
巳
睦
郵
坤
灸
酬
タ

即
四
’
マ
レ
足
酔
”
ず
酬
即
タ
卸
々
醜
副
、
凸
昨
今
や
レ
ナ
ｅ
画
釧
即
副
抑
〃
俸
少
剛
祁
邸
卿
《
ぬ
蝉
守
り

レ
マ
レ
ナ
醒
剛
画
廊
，
馳
郵
ワ
ゥ
齢
帥
ダ
ア
９
勺
＆

剛
口
や
レ
サ
廊
瓢
印
画
郷
か
〃
画
一
部
ａ
、
９
勺
レ
ア
《
甑
？
趣
伊
嘩
藤
”
錘
島
テ
分
．
レ
マ
レ
ク
唾
叫
鯉
酬
回

扉
醐
却
ｐ
ｄ
戦
し
守
Ｐ
Ｐ
印
画
の
軌
、
Ｊ
砥
蜘
ｐ
殉
叫
ｑ
Ｄ
Ｐ
ｏ
瞳
副
毎
働
岬
ｇ
守
り
ク
弾
騨
ダ
ア
９
寺
員

隣
年
幸
い
テ
ヘ
錐
卿
酔
野
叫
少
溌
〃
渋
い
｝
伊
勢
研
や
潅
叶
斜
隣
ハ
ル

殿

即
ザ
室
噸
働
か
〃
”
帥
。
馴
守
守
具
〆
昨
か
蝉
血
レ
鰯
鯵
《
い
か
一
睡
”
皿
恥
卸
△
恥
◇
趣
ク
軌
駒
睡
レ
マ
畠

磨
賦
碍
崎
か
〆
瀞
捌
即
馨
鉢
斑
菖
抑
泌
窓
堺
少
離
島
璽

誹
卜
鳶
〃
蕊
鼻
晶
鰍
″
愚
凸
副
修
＆
酎
監
欝
醐
制
響
馴
隠
″
部
ド

リ
〃
宛
興
鯉
伊
、
９
鋤
蜘
呼
鰯
樺
四
二
ｍ
男
蝿
ヲ
、
郵
齢
鈍
ら
“
陶
創
副
晒
闘
郵
夕
蜘
プ
麺
仁
範
蜘
騨
誰
ａ

”
タ
ク
飢
醐
副
訓
〃
、
，
印
画
藤
し
屡
令
鐘
ヰ
プ
吟
酔
タ
マ
異

知
や
範
剖
〃
醇
則
“
蛾
山
浬
ｐ
、
畢
晦
皿
必
炉
荊
？
β
マ
ッ
チ
齢
“
竃
郵
“
鼻
卸
ケ
タ
釦
嘘
、
ア
画
釦
郵
い
ゅ

酢
Ｊ
顕
郵
ａ
”
し
“
酢
夕
釦
画
醐
鮫
馴
刈
，
釧
郵
ツ
ナ
画
や
凸
齢
画
プ
陣
酔
タ
マ
乳

■
●
や
痴
申
■
、
大
商
川
田
＊
超
甘

大
和
興
蘭
風
、
台

決
議

現金取引の励行について御願

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
一
○
月
、
広
島
で
開
催
の
第
一
九
回
全
国
売
薬
業
団
体
連
合

会
大
会
で
は
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
も
賛
成
者
と
な
っ
て
、
「
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
調
整

品
目
中
売
薬
の
削
除
方
を
其
の
筋
に
請
願
の
件
」
を
即
決
可
決
し
て
い
る
爾
墜
訟
需
）
。

さ
ら
に
物
資
統
制
が
進
む
な
か
で
、
売
薬
原
材
料
が
払
底
し
た
た
め
、
そ
の
配
給
機
構
改

善
が
議
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
提
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
委
員

会
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
議
さ
れ
て
い
る
鯛
ユ
延
二
）
。

田
兄
弟
商
会
営
業
店
則
で
は
、
一
‐
御
取
引
〈
総
テ
現
金
取
引
ト
ス
」
（
第
二
条
）
と
さ
れ
た

爾
墜
一
弛
牽
○
）
。
そ
の
ほ
か
、
「
転
宅
得
意
二
対
シ
テ
成
ル
ベ
ク
移
転
先
地
域
ノ
得
意
持
会
員

二
譲
渡
シ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
鋼
銀
鯉
癖
株
）
と
得
意
先
の
転
宅
処
理
に
つ
い
て
も
徹
底
化
を

は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第5章恐慌から戦時下への大和売勇

翌
年
一
一
月
の
第
二
Ｃ
巨
全
匡
涜
藻
業
巨
体
連
合
会
大
会
ほ
奈
良
原
で
隙
催
さ
れ
た
が
幹
事
団
体
代
表
と
し
て
ヰ
島
大
兵
楠
は
技
拶

の
一
節
で
、
「
今
や
世
局
の
激
変
に
よ
り
ま
し
て
旧
体
の
維
持
は
困
難
に
し
て
経
営
上
幾
多
改
革
を
講
ず
べ
き
点
が
少
な
し
と
せ
な
い
の

で
あ
り
ま
す
、
即
ち
無
駄
を
省
き
ま
す
る
こ
と
は
勿
論
、
進
ん
で
共
同
の
力
を
以
て
生
産
の
合
理
化
、
販
売
機
能
の
組
織
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
翁
士
計
五
）
と
業
界
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
大
会
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
薬
業
報

国
」
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
索
垂
葺
五
）
。

ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
！

……

和昭

書園釜厄

紀
元
二
千
六
百
年
ノ
光
輝
ア
ル
佳
歳
二
方
リ

｛
且
雲
巨

【
■
言
月

第20回全国売薬業団体連合会大会記念誌

薙
国
未
曽
有
ノ
国
難
二
際
会
ス
ル
ノ
秋
、
内
一
億
一
心
以
テ
高
度
国
防
国
家
ヲ
樹
立
シ
テ
大
東
亜
共
栄
圏

ノ
確
立
ヲ
期
シ
、
外
友
邦
ト
カ
ヲ
協
セ
テ
世
界
新
秩
序
ノ
創
造
二
遡
進
シ
シ
、
ア
リ
、
即
チ
是
レ
大
政

翼
賛
運
動
発
足
シ
、
新
体
制
ノ
高
唱
セ
ラ
ル
、
所
以
ニ
シ
テ
、
須
ク
吾
人
等
ハ
滅
私
奉
公
公
益
優
先
ノ

意
志
ヲ
高
メ
、
以
テ
国
家
隆
盛
ノ
原
基
ダ
ル
国
民
保
健
衛
生
ノ
完
壁
ヲ
計
り
、
以
テ
薬
業
報
告
ノ
誠
ヲ

捧
ゲ
、
非
常
時
銀
ノ
克
服
二
奮
進
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

ま
た
富
山
県
提
出
の
売
薬
新
体
制
問
題
（
一
県
一
社
二
戸
一
袋
）
に
つ
い
て
議
論
を
呼
ん
だ

が
、
大
和
代
表
の
増
田
弥
内
は
、
当
県
で
は
大
和
売
薬
統
制
審
議
会
を
設
置
し
、
時
局
対
策

を
研
究
中
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
富
山
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
と
熱
弁
を
ふ
る
っ

捧
ゲ
、
非

右
宣
言
ス

昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

全
国
売
薬
業
団
体
連
合
大
会
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こ
の
年
九
月
、
大
津
市
で
開
催
の
全
国
配
置
売
薬
業
団
体
連
合
会
総
会
で
も
、
と
う
ぜ
ん
売
薬
新
体
制
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
他
方
時

局
に
鑑
承
、
同
様
の
宣
言
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
興
亜
聖
業
達
成
ノ
為
メ
全
国
配
置
売
薬
業
者
ハ
国
家
ノ
現
状
二
鑑
ミ
万

難
ヲ
排
シ
鋭
意
業
態
ノ
刷
新
卜
整
備
ヲ
図
リ
、
以
テ
薬
業
報
告
二
通
進
シ
一
億
国
民
ノ
希
求
シ
テ
止
マ
ザ
ル
国
家
新
体
制
ノ
確
立
二
全
幅

ノ
協
力
ヲ
致
サ
ソ
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
。
ち
な
象
に
、
一
九
四
○
年
度
（
昭
和
一
五
）
の
大
和
売
薬
同
業
組
合
員
数
（
営
業
別
）
は
、
売
薬
製

た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
大
和
の
特
殊
事
情
に
あ
る
と
指
摘
し
た
爾
垂
一
垂
宅
一
）
。

…
…
尚
大
和
売
薬
の
業
態
と
し
て
、
そ
の
特
異
性
の
概
要
を
申
上
げ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
、
生
産
部
門
の
観
点
を
考
察
《
致
し
ま
す
場
合
は
、
生
産
の
大
部

分
即
ち
九
割
五
分
迄
が
、
家
内
的
工
業
で
あ
る
こ
と
、
従
業
者
は
経
済
的
に
、
活
用
し
得
る
利
便
あ
る
こ
と
、
即
ち
老
人
、
子
供
、
婦
女
子
が
従
業
者
の

大
部
分
を
占
め
て
を
り
、
製
剤
家
の
点
在
に
よ
っ
て
比
較
的
求
め
易
い
状
態
で
あ
り
ま
す
、
家
内
工
業
的
な
る
が
故
に
、
生
産
費
を
低
廉
な
ら
し
め
る
こ

と
、
製
剤
家
の
分
散
点
在
は
近
隣
相
互
を
援
謹
救
協
し
、
即
ち
経
済
的
寄
与
に
資
し
得
る
こ
と
、
急
激
な
る
強
制
的
処
圃
は
、
我
国
の
特
有
な
る
家
族
制

度
と
、
経
済
界
の
伝
統
破
壊
を
惹
き
起
す
虞
れ
が
あ
る
こ
と
、
尚
次
に
販
売
部
門
の
観
点
か
ら
二
、
三
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
、
今
簡
単
々
ご
と
呼
ぶ
者

あ
り
）
も
う
暫
ら
く
御
聴
取
り
願
ひ
ま
す
、
販
売
員
、
即
ち
行
商
人
は
農
閑
期
、
或
は
自
己
の
用
務
の
閑
散
期
を
活
用
し
て
、
販
売
に
携
は
る
も
の
紗
く

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
人
的
資
源
の
活
用
上
、
或
は
経
済
更
生
上
に
稗
益
す
る
所
甚
大
で
あ
る
こ
と
、
時
局
下
人
的
資
源
の
減
少
に
対
し
、
既
に
或
る
程
度

の
人
員
は
減
少
し
、
訪
問
回
数
の
繰
延
べ
、
又
は
一
年
二
回
商
を
一
回
商
と
し
、
或
は
自
治
的
に
得
意
先
の
引
上
整
理
を
順
次
実
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、

配
置
薬
数
麓
は
製
造
減
に
対
応
し
、
可
成
的
最
少
限
度
、
即
ち
需
要
数
量
程
度
に
止
め
、
従
前
の
如
き
無
駄
置
き
は
著
し
く
削
減
せ
ら
れ
つ
上
あ
る
こ

と
、
等
で
あ
り
ま
す
、
以
上
申
述
べ
ま
し
た
事
情
に
依
り
ま
し
て
、
富
山
の
業
態
と
大
い
に
異
っ
て
居
り
ま
し
て
、
富
山
案
と
同
一
体
制
下
に
即
応
す
る

こ
と
は
致
し
兼
ね
る
次
第
で
あ
り
ま
す
、
従
っ
て
本
案
は
各
団
体
に
於
か
れ
て
も
、
種
を
実
情
を
異
に
す
る
点
が
あ
る
こ
と
入
思
は
れ
ま
す
か
ら
、
各
団

体
に
於
て
各
会
適
当
な
る
方
策
を
研
究
し
て
、
国
家
目
的
た
る
経
済
新
体
制
に
即
応
し
、
以
て
薬
業
報
国
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
、
こ
の
点

よ
ろ
し
く
御
判
断
願
ひ
度
い
と
存
じ
ま
す
、
（
同
感
会
ご
と
呼
ぶ
者
あ
り
、
拍
手
）
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章
の
更
生
策
と
し
て
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
業
者
の
大
同
団
結
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
工
業
組
合
の
新
機
構
で
不
振
の
業
態
を
一
気
に
挽
回
し

５第
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
は
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
一
○
月
の
全
国
売
薬
業
団
体
連
合
会
大
会
で
も
、
富
山

蓉
年
三
月
の
こ
と
で

魂
度
と
な
り
、
そ
の
一

や
ノ
店
則
ヲ
活
用
致

跡
現
金
取
引
の
励
行

戦沌
大
和
売
薬
工
業

慌
組
合
の
設
立

恐

一
九
四
一
（
昭
和
二
○
年
九
月
、
第
四
回
大
和
売
薬
統
制
審
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｈ
方
剤
方
名
の
整
理
の
件
、
口
容
器
、
大
袋
、

被
包
、
中
能
等
規
格
統
一
の
件
、
㈲
企
業
合
同
の
件
、
側
共
同
調
剤
の
件
、
国
国
産
代
用
原
料
を
以
て
模
範
売
薬
の
研
究
機
関
設
置
の

件
、
尚
標
準
処
方
売
薬
の
研
究
な
ど
が
討
議
さ
れ
て
い
る
（
螺
鍋
識
鐸
盤
醗
謬
。
詳
細
は
、
小
委
員
会
を
つ
く
っ
て
調
査
研
究
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
が
、
企
業
整
備
に
向
っ
て
の
業
界
の
取
り
組
承
の
一
端
を
読
承
と
れ
よ
う
。
小
委
員
会
は
、
日
売
薬
容
器
、
大
袋
、
能
書
等

規
格
統
一
促
進
委
員
会
（
委
員
一
三
人
）
、
口
共
同
調
剤
並
に
企
業
合
同
委
員
会
（
委
員
一
九
人
）
、
同
国
産
代
用
原
料
に
よ
る
模
範
処
方
並

に
標
準
処
方
売
薬
研
究
委
員
会
（
委
員
一
三
人
）
の
三
つ
で
あ
っ
た
緬
銅
鋸
岬
郵
蜂
鐸
鴎
）
。

こ
の
前
後
、
全
国
薬
業
各
種
団
体
の
大
政
翼
賛
機
関
と
し
て
薬
事
奉
公
会
が
創
設
さ
れ
た
。
創
立
総
会
が
開
か
れ
た
の
は
、
一
九
四
一

年
三
月
の
こ
と
で
、
加
入
申
込
団
体
は
一
四
七
に
達
し
た
と
い
う
露
蝋
識
蕊
蜜
）
．
こ
の
年
に
は
、
さ
ら
に
統
制
下
原
材
料
が
配
給
制

度
と
な
り
、
そ
の
購
入
が
現
金
制
度
に
改
め
ら
れ
た
の
で
、
大
和
売
薬
業
本
舗
会
・
大
和
売
薬
親
和
会
で
は
「
・
・
…
・
就
キ
マ
シ
テ
ハ
従
前

ノ
店
則
ヲ
活
用
致
シ
マ
シ
テ
、
爾
今
取
引
制
度
ハ
凡
テ
旧
体
的
ナ
ル
延
取
引
〈
之
ヲ
廃
シ
、
一
切
現
金
取
引
ノ
絶
対
励
行
ニ
ッ
ト
メ
」
と

造
営
業
三
五
三
人
、
売
薬
請
売
並
一

上
回
っ
て
い
た
愈
蝿
鋸
蝿
銅
蜂
鮎
睦
。

を
徹
底
さ
せ
た
耐
吐
証
四
）
。

工
業
組
合
結
成
の
動
き
は
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
ご
ろ
か
ら
具
体
化
し
て
く
る
が
、
す
で
に
一
九
三
六
年

ご
ろ
奈
良
県
が
売
薬
業
の
工
組
結
成
を
勧
奨
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
時
局
下
大
和
売
薬

売
薬
請
売
並
製
造
業
一
三
七
人
、
売
薬
請
売
営
業
六
六
七
人
、
計
ご
西
七
人
で
あ
る
。
総
計
で
は
前
年
度
を
若
干
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商
工
大
臣
宛
に
共
同
設
備
費
補
助
申
請
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
創
設
日
の
浅
い
、
工
業
組
合
に
は
大
し
た
設
備
が
な
く
、
主
に
一
‐
生
薬
」

の
ま
ま
配
給
さ
れ
る
状
態
で
あ
り
、
製
粉
末
も
蔦
城
山
麓
に
あ
る
民
間
工
場
に
委
ね
、
ま
た
製
丸
・
製
錠
等
も
少
数
の
自
家
設
備
を
も
つ

者
以
外
は
北
葛
城
都
高
田
町
の
奈
良
県
立
売
薬
試
験
場
で
委
託
加
工
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
加
工
品
の
統
一
を
は
か
り
、

各
組
合
員
二
通
知
シ
所
定
ノ
日
時
二
本
組
合
ヨ
リ
配
給
」
し
た
と
い
う
燕
鋤
録
癖
錘
癖
鍛
齢
鯛
鋪
畔
嘩
癖
錘
雌
諏
読
零
）
。
一
九
四
○
年
六
月
に
は
、

県
か
ら
積
極
的
な
提
案
が
あ
っ
て
、
傘
下
団
体
は
速
か
に
工
業
組
合
、
商
業
組
合
を
組
織
す
る
よ
う
決
議
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
県
内
に
は
大
和
売
薬
同
業
組
合
と
奈
良
県
薬
業
同
業
組
合
の
二
つ
の
統
制
機
関
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
代
わ
る
強
力
な
統
制

機
関
と
し
て
、
一
九
三
九
年
八
月
大
和
売
薬
工
業
組
合
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
売
薬
は
県
内
の
重
要
物
産
で
あ
る
が
、

製
法
製
品
は
旧
態
依
然
、
配
置
を
め
ぐ
る
競
争
も
同
様
、
需
要
は
減
少
と
い
う
、
い
わ
ば
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
推
移
し
て
き
た
面
が
あ

り
、
他
方
統
制
経
済
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
原
材
料
の
入
手
難
に
直
面
し
て
い
た
。
懸
案
の
工
業
組
合
の
設
立
認
可
申
請
は
、
同
年
九
月

の
こ
と
で
あ
る
。
大
和
売
薬
同
業
組
合
長
中
嶋
太
兵
衛
が
発
起
人
代
表
と
な
り
、
二
月
に
許
可
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
工
業
組
合
は
県

内
一
円
の
売
薬
業
者
を
組
合
員
と
す
る
も
の
で
、
該
当
者
三
八
○
人
の
う
ち
三
一
○
人
の
同
意
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
共
同
注
文
の
引
き

受
け
、
価
格
協
定
、
取
引
先
の
指
定
と
と
も
に
共
同
製
薬
そ
の
ほ
か
の
共
同
設
備
の
完
備
、
製
品
販
売
な
ら
び
に
経
営
に
必
要
な
物
資
の

供
給
、
営
業
の
指
導
研
究
に
あ
た
る
な
ど
業
界
の
統
制
あ
る
発
展
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
噸
蕊
蹴
鞠
坐
癖
報
確
即
卵
魂
倖
廼
癖
掛
や
嘘
稚
調

誕
癖
霊
蝉
電
成
）
。
大
和
売
薬
工
業
組
合
は
、
経
済
統
制
下
、
ま
ず
各
組
合
員
に
対
し
原
材
料
の
供
給
事
業
を
開
始
し
た
。
「
漢
薬
原
料
ハ
日
本

生
薬
統
制
会
社
ヨ
リ
奈
良
県
売
薬
卸
商
業
組
合
ヲ
経
テ
、
又
荷
造
用
釘
二
付
テ
ハ
奈
良
県
線
材
料
配
給
協
議
会
ヨ
リ
配
給
ヲ
受
ヶ
、
何
レ

モ
組
合
員
二
供
給
セ
リ
、
然
シ
テ
此
等
割
当
基
準
二
付
テ
ハ
製
産
実
績
（
昭
和
十
三
年
生
産
価
格
）
二
五
割
、
出
資
口
数
二
三
割
、
申
込
数
二

二
割
ヲ
按
分
シ
テ
各
組
合
員
ノ
割
当
数
ヲ
定
メ
、
更
二
理
事
会
二
於
テ
組
合
員
ノ
申
込
数
ノ
正
否
及
割
当
数
二
付
キ
、
審
議
決
定
ノ
上
、

222



第5章恐慌から戦時下への大和売薬

大一菱曹一蕊蕊鳥
テ

和九なな九一_翌お薬
一
斗
ノ
リ
戸
一
Ａ
判
一
一
幅
ノ
シ
Ｌ
易
．
に
ふ
い
半
ナ
臣
昨
姉
理
今
月
毎
，
．
“
身
一
判
《
畢
乞
励
助
星
ｊ
側
ｌ
ユ
卸
瞭
哩
創
卿
砿
伽
加
〃
宿
詞
即
卸
ジ
Ｅ
ジ
グ
．
『
弓
て
弾
肝
促
以
七
月
ゴ
ジ
侭
掴
斗
宜
グ
雲
蝋
》
孝
司
１
忽

お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
和
売
薬
新
体
制
と
し
て
、
従
来
の
家
庭
操
薬
か
ら
共
同
製
剤
へ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
胃
腸
薬
、

漢
薬
な
ど
も
研
究
調
剤
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
が
、
や
は
り
不
安
感
を
も
つ
業
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
（
揃
栢
欝
遡
鴎
認
甑
伽
和
）
。

一
九
四
三
年
六
月
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
は
解
散
を
決
議
す
る
が
、
そ
の
経
緯
は
組
長
の
挨
拶
状
に
よ
る
と
、
「
鍵
二
生
産
業
者
ヲ
以

テ
大
和
売
薬
工
業
組
合
ヲ
組
織
シ
、
最
近
販
売
業
者
ヲ
以
テ
奈
良
県
配
置
売
薬
商
業
組
合
ヲ
設
立
シ
、
何
レ
モ
着
々
機
能
ヲ
発
揮
シ
テ
国

経
済
的
に
も
有
利
な
南
蔦
城
郡
御
所
町
へ
共
同
施
設
の
設
置
を
要
望
し
た
の
で
あ
る
（
議
熊
謡
謙
鴎
溺
躍
』
）
。

こ
の
年
一
二
月
に
は
、
奈
良
・
富
山
・
滋
賀
・
岡
山
・
徳
島
の
五
県
組
合
を
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
売
薬
工
業
組
合
連
合
会
結
成
の
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
日
本
配
置
売
薬
工
業
組
合
連
合
会
を
創
設
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
露
蜜
罫
惑
、
一
謡
也
。
年
が
あ
け
て
二
月
、

富
山
・
滋
賀
・
岡
山
・
佐
賀
ｂ
香
川
の
代
表
者
に
、
本
県
か
ら
は
大
和
売
薬
工
業
組
合
中
嶋
太
兵
衛
理
事
長
、
岡
村
一
雄
副
理
事
長
、
南

才
次
郎
専
務
理
事
、
増
田
弥
内
理
事
、
さ
ら
に
厚
生
省
技
師
、
県
商
工
、
衛
生
課
長
ら
を
交
え
て
創
立
委
員
会
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。

同
業
者
間
の
連
絡
、
斯
業
の
改
良
発
達
や
原
料
の
入
手
、
製
品
販
売
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
連
合
会
の
設
立

を
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
（
嬢
準
謂
甥
噸
考
俄
撫
）
。
な
お
奈
良
県
内
の
二
つ
の
組
合
も
、
一
九
四
○
年
三
月
「
事
務
ノ
統
一
ト
経
費
節
減

ノ
趣
旨
」
に
よ
り
奈
良
県
売
薬
同
業
組
合
連
合
会
を
設
置
し
た
愈
雑
鋸
岬
諏
鍵
討
藤
）
℃

奈
良
県
で
は
、
大
和
売
薬
統
制
審
議
会
を
設
け
て
自
主
的
整
理
統
合
を
す
す
め
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
一
月
厚
生
省
か

ら
売
薬
営
業
整
備
要
綱
案
の
提
示
が
あ
り
、
四
月
に
入
る
と
奈
良
県
警
察
部
長
か
ら
業
者
中
五
○
人
余
の
大
和
売
薬
営
業
整
備
委
員
の
委

嘱
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
工
業
組
合
を
中
心
に
整
備
委
員
会
を
開
催
し
て
整
備
計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
輸
鍋
毛
噸
輔

報
）
。
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満
蒙
輸
出
組
一
九
一
三
年
耐
和
さ
の
一
‐
満
州
事
変
」
勃
発
以
来
、
わ
が
国
の
大
陸
へ
の
侵
略
が
顕
著
に
な
っ
た
。
大
和
売
薬
業

合
の
設
立
界
で
は
、
一
九
一
二
一
年
ご
ろ
か
ら
同
方
面
へ
の
販
路
拡
大
に
着
手
し
た
。
奈
良
県
会
議
員
奥
村
正
信
は
、
同
地
視
察

の
結
果
、
「
大
和
売
薬
の
満
州
国
進
出
は
頗
る
有
望
」
と
語
っ
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
大
和
売
薬
の
不
振
を
打
開
す
る
新
販

路
と
し
て
満
州
国
は
好
個
の
土
地
で
あ
る
、
同
地
の
医
療
機
関
は
都
市
集
中
と
な
っ
て
居
り
、
支
那
方
面
の
如
き
は
僅
に
漢
方
薬
を
も
っ

て
事
を
促
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
」
と
い
う
。
試
験
的
に
ト
ラ
ン
ク
一
ぱ
い
持
っ
て
行
っ
た
売
薬
は
宣
伝
効
果
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た

ら
し
い
。
「
満
州
国
協
和
会
」
に
大
和
売
薬
五
万
円
（
定
価
額
）
を
寄
贈
し
た
（
螺
鵬
珊
諾
噸
遡
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
八
月
、
「
満
州
」
市
場
進
出
の
た
め
、
奥
村
正
信
・
梶
谷
益
次
郎
・
増
田
弥
内
の
三
人
は
大
和
売
薬
満
蒙
輸
出

組
合
の
設
立
発
起
届
を
奈
良
県
に
提
出
し
た
。
そ
の
計
画
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
躍
雛
鞠
綿
地
峰
願
嘘
）
。

家
ノ
要
請
二
即
応
致
居
候
」
痢
鉦
鯉
蝉
株
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
業
組
合
の
事
業
は
、
工
組
、
商
組
の
二
つ
の
組
合
に
移
行
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

同
組
合
は
県
内
の
満
州
国
売
薬
輸
出
業
者
を
も
っ
て
組
織
し
、
出
資
金
は
一
口
五
百
円
（
第
一
回
払
込
二
百
円
）
総
額
十
万
円
と
し
、
設
立
後
直
ち
に
着
手

（
マ
マ
）

す
る
事
業
と
し
て
は
奉
天
市
千
代
川
通
り
に
海
外
機
関
に
出
張
所
お
よ
び
付
属
倉
庫
を
設
置
し
、
組
合
員
取
扱
商
品
の
委
託
並
に
買
取
輸
出
、
通
関
手
続

代
行
、
取
引
の
仲
介
等
輸
出
斡
施
お
よ
び
海
外
市
場
調
査
、
販
路
開
拓
宣
伝
輸
出
、
視
察
員
の
派
遣
、
見
本
市
博
覧
会
の
参
加
等
を
行
ひ
、
漸
次
充
実
す

べ
き
事
業
と
し
て
は
保
管
運
搬
選
別
、
包
装
荷
造
等
共
同
設
備
、
ハ
ル
ビ
ン
、
チ
、
ハ
ル
、
新
京
等
に
海
外
出
張
所
を
増
設
あ
る
ひ
は
輸
出
検
査
の
実

６
海
外
売
薬
の
消
長
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